［東横堀川からのメッセージ2002］の演出

私が今回初めてこのイベントに参加したきっかけは、ある人からの電話で、（私の）事務所の近くで会議をしているので時間があったら来なさいという誘いからでした。その場に出向いて初めてNPO 大阪水かいどう808の存在を知ると同時に今回のイベント参加を表明し、その2週間後の4月9日には東横堀川見学の船上にいました。殆ど知る機会のなかったこの川の周囲は、左右を囲む古びた建築群と、真上を覆う阪神高速道路ですっかり覆われておりました。東横堀にかかる橋は大阪城築城以来の歴史を踏まえていることも驚きですが、それ以上に様々な都市構成の要素が、長い歴史のなかで積み上げられた断層のようなものを垣間見た思いでした。

その体験を元に夜間舟運のライトアップを計画したのですが、大きく３つの要素で具体化を試みました。

○橋脚ライトアップ…語り部が説明する橋の歴史的要素をクローズアップするため、橋を護岸からライトアップする。ワークショップ開催して船場の地元住民による護岸の飾り付け。
○竜の口演出・音響演出…東横堀川を龍に見立て、口から飲み込まれて異次元空間へ旅立つストーリィを演出するため、船が一時停止する水門前で霧を発生させて下界から遮断する。

○阪神高速道路橋脚の演出…川に沿って規則正しく連続する橋脚の迫力ある景観や桁下をアーティストを起用して光で演出する。

準備期間が２ヶ月あまりとかなりタイトなスケジュールでの作業でしたが、中でも難しかったのは、役所に対する申請作業でした。不慣れな事もあってどの部署にどれだけの書類を出さなければならないのかが解らず、又予想以上に申請ケ所が多くて大阪市の担当員の方々を悩ませてしまいました。最終的に計画を全て実行する事は出来なかったのですが、これらの経験は来年にうまく繋がれば良いと考えます。特に若手アーティストの起用と、船場の地元住民をまきこんでのワークショップ開催はかなり念入りな準備が必要ですが、毎年恒例の行事にするためには、様々な人々が参加したくなる魅力あるイベントを作っていかなければならないと考えます。
















